





（2014 年 3 月 31 日 英語コミュニケーション学科 退職）
I
実践女子大学短期大学部が設立 70 周年を迎えたことは、全くご同慶の至りです。70 年の間に
はさまざまな変遷と転変があったことは、『実践女子学園 100 年史』（2001. 5）と先日送られてき
た『創立 120 周年記念実践女子学園史（1999－2018）』（2020. 3）に詳述されていることと、2020
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II
現在退職して 7 年になろうとしています。しかし理由は分からないが、退職したことが 40 年
も 50 年も前の事のような気がしています。短大で一番印象に残っていますのは、きれいな校舎
と、親しくしていただいた幾人かの先生方との交流の思い出です。それから正門前のあの贅沢な




































　　　Sweet and low, sweet and low, 　　心地よい柔らかな、甘くて静かな、
　　　　　Wind of the western sea, 　　　　西の海から来る風よ、
　　　Low, low, breathe and blow 　　柔らかく甘く、そよいで吹け
　　　　　Wind of the western sea! 　　　　西の海を渡って来る風よ！
III
赴任して数年間研究室が同室であったのと、大学院が同じであったことで、直ぐに親しくなっ
たのが梁瀬浩三先生でした。しかし先生は 2003（平成 15）年 3 月で定年退職され、2019（令和
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一良先生です。ごく親しくなるきっかけはポピュラー・ソングでした。私は中学生の時からヴァ
イオリン（今は弾いていません）とウクレレを弾くのが大好きで、中 1 の春（昭和 31 年）にオ
リジナル型のウクレレと一緒に教則本（大橋節夫著『ウクレレ入門』）も買って、独習で覚え
たのです。高 1 の時には出版されたばかりの山本芳樹（編）の『ウクレレ名歌百曲集 The One 




短大生に≪英詩≫を教えていると、“Twinkle, Twinkle, Little Star” や、“London Bridge Is 








たのです。ただ一つだけ後悔していることがあります。それは 2004 年 3 月に武内先生は立教大












































の 1981 年 9 月 8 日に、英国ケンブリッジ大学に留学中の私ども家族の住居に、突然加藤先生か
ら電話があって、実践女子短大に勤めている者で、いまケンブリッジに滞在中なのですが、実践
の理事長の多田基先生から、中高の遠藤さんに会うようにと言われまして電話をしました、との




帰国して 4 年後に私が短大に移動になった時に、ハイセット 48 に来ていただいたことの御礼
の挨拶に伺って以後、なかなかじっくりお話をする機会に恵まれなかったのですが、少しずつ
友情を温めていくことになりました。ある日、加藤先生がひょっこり訪ねて下さって、「こうい
































ウォード先生が、1991 年に恒松氏のロンドン漱石記念館で、Yoshio Markino, A Japanese Artist in 
London （1910） という牧野の自伝を見つけ、一読して大変興味をもたれ、これを現代英語に直し










最後になりますが、2016（平成 28）年 11 月末に、髙瀨先生からお誘いがあり、ドナルド・
キーン・センター柏崎の理事であられる吉田真理氏の講演会（実践女子大 403）を設定したので







遠藤先生は、この 11 月 9 日付で、『プルーフロックの世界
――T. S. エリオットの限りなく悩めるもの――』（春風社）
を上梓されました。名誉教授としてのご活躍、今後も期待い
たしております。ご著書のご恵贈、ありがとうございました。
（髙瀨記す）
遠藤先生の近著
